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1 中心星・惑星間の運動方程式

運動方程式の一般形は

M
d2r
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= F (1)

であり、中心星・惑星それぞれについて運動方程式を表す.
今、このふたつしか存在しない系を考えるので F は万有引力のみとなり, ま
た相対ベクトル r = r2 − r1 とすると
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となる. ここで (2)式と (3)式の差をとると,
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となるので、与式を導き出すことができる。

2 成分に分解

１を成分 x,yに分解する。
(1)の運動方程式に r = (x, y)を代入して、
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ここで、与えられた定義 (dx
dt , dy

dt ) = (vx, vy)より
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となる。
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